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あらまし  近年，シズルワードは食に関するマーケティングにおいて注目を集めている．シズルワードとは食に

おける消費者の五感を刺激し，購買意欲や食欲を高めるキーワードである．これにより，パッケージや広告，製品

コンセプトの策定など様々な場面で顧客に製品の魅力を端的に伝えることが可能になる．シズルワードに関する主

要な研究では，アンケートによる印象調査や文書の用例を対象とした解析が行われている．これらの研究では，シ

ズルワードの用途や性質に関する情報を抽出できるが，その利用時期や利用者の傾向といった付随的な情報の解析

には対応しておらず，文書や印象調査では把握しきれないメタデータも考慮した解析が必要になる．そこで，本研

究では，メタ情報を反映させた学習モデルである構造的トピックモデルに着目し，レビューデータにおけるシズル

ワードの解析を試みた．食感の影響が大きいと思われる菓子類を対象とし，楽天市場におけるカスタマーレビュー

データの解析を通じてシズルワードが関連するトピックの利用傾向の解析を行った． 
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1. はじめに  

近年，シズルワードは食に関するマーケティングに

おいて注目を集めている．シズルワードとは食におけ

る消費者の五感を刺激し，購買意欲や食欲を高めるキ

ーワードである．例えば，「こってり」や「さっぱり」

「サクサク」などのオノマトペが代表的なものとして

挙げられる．これらにより，食品が持つ特性を端的に

消費者に伝えることができることから，パッケージや

広告，製品コンセプトの策定など様々な場面で利用さ

れている．シズルワードを用いることで商品の魅力を

伝えることが可能になるため，様々な領域において盛

んに研究が行われている．  

シズルワードの主要な研究では，アンケートによる

印象調査や文書の用例を対象とした解析が行われてい

る．印象調査の代表的なものとして，BMFT による調

査 [1]と米菓を対象としたシズルワードの解析 [2]が挙

げられる．前者はシズルワードが「味覚系，食感系，

情報系」といった３種に類別できることを指摘したシ

ズルワードの調査研究の中心的なものであり，後者は，

米菓を対象として咀嚼の感覚を表現するオノマトペの

印象を調査することによってシズルワードに関する知

見を獲得している．  

文書データの解析を対象とした研究では，レビュー

やツイートなどの Web 上のデータを対象とした解析

が主流である．シズルワードの周辺に配置されるキー

ワードを対象とした解析であり，検索手法や統計的な

解析，トピックモデルなどを適用することで，シズル

ワードの性質の解析や応用がなされている．  

これらの研究では，シズルワードの感覚的な側面や

用例に基づいた性質に関する情報は抽出できるが，そ

の利用時期や利用者の傾向といった付随的なメタ情報

は考慮されていない．例えば，文書内からトピックを

抽出できても，そのトピックがどのような時期に（あ

るいは，「どのような用途で」，「どのような人が」など

のメタ情報と関連して）利用されたかどうかに関する

情報は従来の研究では明らかにすることはできず，従

来の文書解析や印象調査では把握しきれないメタデー

タも考慮した解析が必要になる．  

そこで，本研究では，メタ情報を反映させた学習モ

デルである構造的トピックモデルに着目し，レビュー

データにおけるシズルワードの解析を試みた．構造的

トピックモデルはメタデータとトピックの関連性を考

慮した学習モデルであり，近年様々なデータを対象と

して応用されはじめている．これをシズルワードに関

連するデータに対して適用することにより，既往のシ

ズルワードの解析では把握しきれない，トピックとメ

タ情報のつながりの抽出が期待できる．  

本研究では，食感の影響が大きいと思われる菓子類

を対象とし，楽天市場におけるカスタマーレビューデ

ータの解析を通じてシズルワードが関連するトピック

の利用傾向の解析を行った．  

 

2. メタ情報を考慮したシズルワードの解析  

従来のトピックモデルでは，文章内の単語の出現頻

度からトピックと単語の関連性のみを推定していたの

に対して，構造的トピックモデル [6-7]ではメタ情報も



 

 

考慮したトピック抽出が可能となる．ここでは，デー

タが観測された状態をメタ情報（文書の属性）として

モデル上で表現することによって，トピックモデルを

構築し，トピックとメタ情報とのつながりを学習して

いる．  

本研究では，この性質に着目し，レビュー内におい

て出現するトピックとそのメタ情報の関連性の抽出を

目指している．対象データは菓子に対するレビュー文

であることから，抽出されたトピック内には菓子類に

対する感想や食に関する感覚的な表現が多分に含まれ

ていると考えられる．食の好みやニーズは季節や用途，

消費者の属性など様々な要因の影響を受けていること

から，シズルワードに関するより詳細な知見獲得を目

指す上では，単純にトピックを抽出するだけでなく，

それらの情報とのつながりを考慮した解析が有効と考

えられる．  

特に，オノマトペや従来の調査から得られたシズル

ワードの性質と，トピックの内容を考慮し，季節など

のメタデータをすり合わせて考察することで，あらた

な解釈・知見獲得が期待できる．  

 

3. 解析の設定  

本研究では，楽天株式会社より提供された楽天市場

におけるカスタマーレビューを対象として解析を進め

ていく．石橋らの研究 [2]に倣い，租借音や食感の差異

が大きく，シズルワードの表現への影響が大きいと思

われる菓子類を対象として解析を進めていく．   

ここでは，2010 年のデータを用いて，提供データの

中で対象ジャンルを“中華菓子”に絞って解析を行っ

ている．当該のレビューデータの抽出には，最上位の

カテゴリジャンルを“中華菓子”とし，その下に紐づ

けられたカテゴリに属するもの全てを利用している．

利用したメタ情報はレビューの投稿時に付与されたユ

ーザの用途が「普段使い」か「その他」を表す情報，

および，投稿時期が「夏」か「その他」，「冬」か「そ

の他」のそれぞれのペアを用いてそれぞれ学習してい

る．対象キーワードに含まれる品詞を形容詞，副詞と

してトピックモデルを学習している．抽出するトピッ

ク数はいずれのケースにおいても６としている．  

 

4. 解析  

以下の図 1 はメタデータを「普段使い」と「その他」

にしたときに獲得されたトピックの一部に対するワー

ドクラウドを表している．図 2 はその図に対して，メ

タ情報とトピック内のキーワードの関連の強さを対応

付けたものである．ここでは，右側に配置され，文字

が大きいほど「普段使い」に対応したキーワードであ

るとみなせる．  

以下同様に，図 3 はメタデータを「夏」と「その他」

とし，図 5 はメタデータを「冬」と「その他」として

同様に学習を行った際に獲得されたトピックの一部に

対するワードクラウドを表している．図 4 はメタデー

タ「夏」と「その他」に，図 6 はメタデータ「冬」と

「その他」に対して反応するキーワードを対応付けた

図である．読み取り方は図 2 と同様である．  

これらの結果より，中華菓子における対象の食材や

菓子と，それに対応する評価表現およびシズルワード

が獲得できていることが見て取れる．  

 

5. まとめと考察  

図 1 と図 2 より，上のトピックでは食品の評価以外

に関するキーワードが多く含まれており，対象の食品

自体に対する評価ではなく，配送や店舗の対応に関す

るものであった．普段使い以外での反応が強く，「贈り

物」としての利用時にメール等の対応が必要となるこ

とが見て取れる．下のトピックでは普段使いなどでは

直接手に取って感想を述べられるので，味に関する反

応が強い．  

図 3 と図 4 の結果より，上の杏仁豆腐に関するトピ

ックでは，主要単語が夏に反応しているのに対して，

タピオカは夏以外の季節に反応していることが見て取

れる．  

 

図 1 メタ情報“普段使い”にて獲得されたトピック  
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図 2 メタ情報“普段使い”とトピックの関連性  

 

図 3 メタ情報“夏”にて獲得されたトピック  

 

図 4 メタ情報“夏”とトピックの関連性  

 

図 5 メタ情報“冬”にて獲得されたトピック  
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図 6 メタ情報“冬”とトピックの関連性  

 

図 5 と図 6 の比較より，冬場に好まれる菓子類の特

徴が見て取れる．ここでは，パイナップルケーキが反

応しており，冬場に好んで購入されることが推察でき

る．また，トピック内において土産などのキーワード

が含まれており，プレゼントとしての利用が多いこと

が見て取れる．  

さらに，シズルワードと評価対象のキーワードの関

連性を整理すると，杏仁豆腐は「香り」や「○○っぽ

い」などの表現が，タピオカは「モチもち」，パイナッ

プルケーキは「甘い」など容易に想像がつくシズルワ

ードが抽出された．その中でも月餅は「素朴」が含ま

れており，これは比較的意外な結果となった．  

これらより，用途や季節などの情報と商品の関連性

および，そこで用いられるシズルワードの関係性がレ

ビューを通読することなく把握できた．以上より，メ

タデータとトピックの関連性を調べることで，シズル

ワードの性質の調査において，単語だけの情報では調

べきれない隠れた傾向があることが確認でき，一定の

知見を得ることができた．今後は解析対象の範囲や単

語の選定を考慮することで，新たな知見獲得が期待で

きると考えている．  

 

6. おわりに  

本研究では，菓子類を対象としたシズルワードの性

質の解析において，言語データのみでは解析しきれな

い点を指摘し，新たにメタデータを追加した解析を試

みた．これらの課題に対処可能である構造的トピック

モデルに着目し，メタデータと利用された言語の関連

性の学習結果に解釈を与えた．  

シズル感の表現を一定の範囲に固定するために，菓

子類を対象とし，楽天市場におけるレビューデータを

用いて解析を行った．レビューの投稿時間帯をメタデ

ータとし，トピックと投稿時期の関連性を解析してい

る．今回対象とした中華菓子では，シズル感を表すト

ピックと季節との関連性があると思われるものも一部

確認することができた．  

今後は，対象の食品の範囲をさらに拡張していきた

い．また，本稿において利用したメタ情報は季節と用

途のみであったことから，他のレビュー投稿者の属性

情報などのマーケティングの側面を重視したメタデー

タの有効活用を模索していく予定である．これにより，

顧客の感覚や嗜好に合致した商品の推薦システムへの

拡張が期待できる．  
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